
別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 新政会 ③ G設 種
ロ

福田文子
ヨ

区 分 事 自 費 目 . 金 額 小計

R7. 1. 13~15 明石市行政視察及 交通費 旅費 392, 240 

l 調査研究費 ぴ地方議員研究会研修のうち、行
自動車燃料費 資料作成費 392, 240 政視察分旅費(按分) 784, 480X 

1/2 
調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

R7. 1. 13~15 明石市行政視療及 出席者負担金・会費 270, 000 交通費
び地方議員研究会研修のうち、研

2 研 修 費修分旅費(按分) 784, 480X 旅費 489, 020 自動車燃料費 759, 900 
1/2+96, 780 
研修受講料、振込料 資料作成費 食栂費

t 

振込料 880 

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) 掲ウ載ェ代ブベ! ジ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要務・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費' 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 復込料

法規迫録代 参考図書代

S 資料購入費 新聞"(日刊紙)
雑誌等購読料購読料

有料データペス
振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

援込料

備品購入費 |事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬・
電話料等(按分) 郵便料等

11 
自動車燃料費

その他

支出年月日 2024年 11月初日
現金出納簿

11 合計 1, 152, 140 
支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 1/ 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

;2官庁研修壬lJ 広報費 4 広聴費

会議 ! 資料作成費 8 資料購入費 出席者負担金・会費

10 事務所費 i11 T笠?・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 地方場設究会受講料
(支出事由) 5! 

2025 年 1 月 14 日

0現場から視る家庭教育支援
内 容

0現場から視る不登校支援

~'e 
支出年月日 支 出 先 支 出金額

4年114長 一般社団法人 CK セミナー(地方議員研

究会)
270 ， 000 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 共通 ⑮ 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

r_ 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



口振込金受取書(莱振込手数料受取書)
回預金払戻請求書・預金口座振替による振込受付書(兼手数料受取書)

//月.26 日
名c 字}を在づめでご記入ください〈東邦訟行の1.';;合は記入不要) 支店名 W~字}を左づめでご記入ください

困回固因口口口口口銀

行固因口口口口口口口
口口口口

口口口口口回回目回目白回目白因回目図

泊目白図回円ljE四回目白白回目図口回四回目口回口回

日回日回回目日口口口口口口口口口口

セ~"t-一般ネ士 i買うえ人 ck

当行をご利用くださいましてありがとうございまし疋。

様

回目回回目白口回目回目白回目口口口

口口口口口口口口口口口口口口口口口

干許]
様

コ
ア

へ
又

区]新政:必

株式会社東邦銀行
i 登録番号

T9380001001018 

日中連絡できるおお話醤号包霊童軍富喜

方p Ù-，~ 17 tf1 ljヶ

t 振込先銀行へは、受取人名のほか預金拒自・口座雷号をìÐ知します。
また、受取人名等を力ナ文字により送信します。

ι 記Zit内容に不慌があったお合|誌、照会等のために振込が遅延することがあり、場合によってはこ、入金できない
こともあります。

。振込内容につき訂正・取消が笠じた揚合は、各種依頼己の提出および別途当行所定の手数料が必要となります。
このお合、振込手数料l立返却いたしません。なお、幻合によっては取消ができないこともあります。この鼠合、
取消手続に関わる手数料は返却いだしません。

む通信総器、回線の障害等やむを得ない手自によって綴込が遅延することがありますのでご了承ください。

• 



2024年11 月26 日 16 時34分00秒 05068689679 Page:001/001 

令和6年11月 26 日(火)

福島県郡山市議会新政会御中

地方議員研究会

CKセミナ一事務局
電話 050-6868-9678

(平日 9......12時、 13......17時)

FAX 050-6868・9679

入金確認書
このたびは、地方議員研究会主催 研修会にお申込みいただきありがとうございます。

受講料のお振込みを下記のとおり確認いたしました。

. 領収証は、当日会場こてお渡しいたします。
ご宿泊施設につきましては、恐れ入りますが各自でご手配ください。

当日のご参加をお待ちいたしております。
「F
U

Z
E円
同

お申込み講座

① 2025年1月 14日(火)10時~山下講師【大阪】現場から視る家庭教育支援

② 2025年1月 14日(火)14時~山下講師【大阪】現場から視る不登校支援

受講者: 福田文子様、折笠正様、魔田耕一様、石川義和様、

良田金次郎様、栗原晃様、曾田一男様、遠藤利子様、冨樫賢太郎様

金額

半135 ， 000

半135 ，000

|備考|

川名機|

川名様|

• 
領収書宛名:

お振込み金額:

お振込み日:

お振込み名義:

郡山市議会新政会様

半270 ，000

令和6年11月 26 日(火)

新政会福田文子様

※新型コロナ感染予防における対策を徹底の上、少人数にて開催させていただきます。

※何卒ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

※大阪会場につきましては、建物 1 階からエレベーターで23階にお越しください。

23階のエレベーターを降りた場所にある案内図をご覧いただき、 2315会議室でお待ちしております。



2024年11 月22 日 17時間分14秒 05068689679 

福島県郡山市議会新政会御中

受講確認書

Page:001/001 

令和6年11月 22 日(金)

地方議員研究会

CKセミナ一事務局

電話 050-6868-9678

(平日 9"'12時、 13"'17時)

FAX 050向 6868・9679

このたびは、地方議員研究会主催 研修会にお申込みいただきありがとうござ、います。

お申込みいただきました内容を下記のとおりご確認申し上げます。

つきましては、お確かめのうえ、事前に受講料のお振込みをお願いいたします。

. お申込みをいただきました時点で、お席は確保させていただいてお付す。

• 

キャンセルの場合は、必ずご連絡をお願いいたします。

お振込み確認後、入金確認のご連絡をいたします。

領収証は、当日会場にてお渡しいたします。

ご宿泊施設につきましては、恐れ入りますが各自でご手配ください。

当日のご参加をお待ちいたしております。

記

お申込み講座

① 2025年1月 14日(火)10時~山下講師【大阪1 現場から視る家庭教育支援

② 2025年1月 14日(火)14時~山下講師【大阪】現場から視る不登校支援

受講者: 福田文子様、折笠正様、慶田耕一様、石川義和様、

良田金次郎様、栗原晃様、曾田一男様、遠藤利子様、冨樫賢太郎様

鎮収書宛名:

ご請求額;

郡山市議会新政金様

半270 ， 000
【お撮込み口座】※振込手数料はお客様負担でお願いいたします。

楽天銀行第四営業支店

普通 7128969 
名義一般社団法人CKセミナー

金額

半135 ，000

半135 ，000

※新型コロナ感染予防における対策を徹底の上、少人数にて開催させていただきます。

※何卒ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

※大阪会場につきましては、建物 1 階からエレベーターで23階にお越しください。

|備考|

川名織|

川名様|

23階のエレベーターを降りた場所にある案内図をご葺いただき、 2315会議室でお待ちしております。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 I / 
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 一!日記13 広報費 lf広聴費
5 要請瞬間費 ~ 資料作成費 i 資料購入費 振込料

山一一

10 事務所費 場襲撃・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 地方詞動長会受講料振込料
四一

←(支出事由)
5.!, 

2025 年 1 月 14 日

0現場から視る家庭教育支援
内 廿，手~

0現場から視る不登校支援

• 受講料 30, 000 X9 名 =270， 000 円の振込料 880 円

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

2024年 114事 (株)東邦銀行郡山市役所支店 880 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 共通 @ 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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別記第 5 号様式

出張(調査等)申請書兼旅費請求書

支出番号//
会派会長様

⑨ 申請代表者氏名 福田文子

下記の用務により出張(調査等)したいので申請するとともに、旅費を請求いたします。

記

請求金額
784， 480 円 (一人あたり 98， 060 円)

※別紙、旅費計算書のとおり

• 1/14 地方議員研究会受講の為

目 的 . 1/15 (明石市)市有施設包括管理業務委託について

大阪府大阪市 リファレンス大阪駅前第 4 ピル 23 階

用務先 -明石市役所

-今こそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ

内 ?êコ，・ 0現場から視る家庭教育支援 O現場から視る不登校支援

-明石市 O市有施設包括管理業務委託について

期 間 2025 年 1 月 13 日 '" 2025 年 1 月 15 日 (2 泊 3 日)

行 程 別紙行程表のとおり

-折笠正 -石川義和

-栗原晃 -良田金次郎

出張(調査等)者 -曾田一男 -福田文子

氏 名 -遠藤利子 -冨樫賢太郎

特記事項

会派会長 受理日

許可日

支出日
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⑧ 

上記金額を受領しました。

2024 年 12 月 24 日 申章代表者氏名 蛋盟主王



• 

• 

令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

口 1 日目: 1月 13日(祝)

口 2 日目: 1月 14日. (火)

2 人員名

10:00 . 16:30 

3 視察内容

17:08 17:12 
JR神戸線
奇芭百有i

折笠正議員
石川義和議員
栗原晃議員

遠藤利子議員 I 1 令和7年1月 14日(火)
冨樫賢太郎議員| 【今こそ再確認今の家庭、今のとどもの最新事例を

良田金次郎議員
曾田一男議員
福田文子議員

4 事務局連絡先・会場
0 【事務局】地方議員研究会
大阪府大阪市北区梅田1ム2-2
大阪駅前第2ピル2階5-6号
【会場】
リファレンス大阪駅前第4ピル23階

O 【事務局】明石市議会事務局
兵庫県明石市中崎一丁目ト2
TEL: 078-911-2600 

現場から学ぶ】
O現場から視る家庭教育支援
O現場から視る不登校支援

2 令和7年1.月 15日(水)
【明石市】
O市有施設包括管理業務委託について

5 その他

鹿田副議長は公務のため、 1月14、 15日は別行程



行政調査旅費計算書

:新政会

:折笠正、石川義和、栗原
遠藤利子、富樫賢太郎
:令和7年1月n日(祝) -1月'15日(水)

【1/14] リファレンス大阪駅前第4ピル23階(大阪府大阪市北区梅田1-11-4) . 
【1115] 明石市役所(兵庫県明石市中崎一丁目5-1)

文子、一男、福田金次郎、曾田晃、良回

会派名

参加識員

日程
行先

1月日日

誠
一
。
一

O

• 
i曙i!

1月 14日

一
一
時
一
一

• 
i同i響~i隅伊

1月15日

-・明

石
駅

1J..!..2笠
17 ,890 
0 
0 

59 ,460 
3日= 9,000 
2泊戸 29 ， 600

苑万60

59 ,460 
3,000 x 

14,800 x 

貨
当
費
一
計

遍
泊
一

交
日
宿
一
合 円8名= 784 ,480 ﾗ 円



別記第 6 号様式

出張(調査等)報告書兼旅費精算書

会派会長様

支出番号 11 

下記のとおり出張(調査等)したので報告するとともに、受領した旅費を精算(返納)いたします。

• ⑮ 

⑮ 

-石川|義和

・良田金次郎

.福田文子

・冨樫賢太郎

⑮ 

@ 

記

期 間 2025 年 1 月 13 日 ，、、d 2025 年 1 月 15 日 2 泊 3 日)

1/14 -地方議員研究会受講の為

. (明石市)市有施設包括管理業務委託について目 的 1/15 

大阪府大阪市 リファレンス大阪駅前第 4 ピル 23 階

用務先 -明石市役所

行 程 別紙行程表のとおり

内容及び成果
今こそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ

0現場から視る家庭教育支援 O現場から視る不登校支援

旅費精算 受領額 784， 480 円 精算額 784、 480 円 返納額 0 円

• 

上記のとおり出張(調査等)の内容を確認するとともに、精算を受けました。

会派会長|経理責任者 Î 受理日 I 2025 年 1 月 16 日
寺高\ 確認日 I 2025 年 1 月 16 日毎)

精算日 I 2025 年 1 月 16 日

※添付書類:行程表、調査等先説明資料、要請・陳情書(写)、調査等先の名刺、写真、成果報告書他



令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

ロ 1 日目: 1月 13日(祝)

/ 

13:48 

氾
団

口 2 日目. 1月14日・(火)

| 宿泊地 | 1-→閑地|
口 3 日目: 1月 15日(水)

• | 宿泊地 | 9:30 11 :00 
県議司椋駅ド禁制郡山駅|

2 人員名

折笠正議員
石川義和議員
栗原晃犠員
良田金次郎議員
曾回一男議員
福田文子議員

3 視察内容

遠藤利子議員 I 1 令和7年1月14日(火)
富樫賢太郎鵠員| 【今とそ再確認今の家庭、今のとどもの最新事例を

現場から学ぶ】
O現場から視る家庭教育支援
O現場から視る不登校支援

2 令和7年1.月15日(水)
【明石市】
O市有施設包括管理業務委託について• 

4 事務局連絡先・会場
0 【事務局】地方議員研究会
大阪府大阪市北区梅田1ム2-2
大阪駅前第2ピル2階5-6号
【会場】
リファレンス大阪駅前第4ピル23階

O 【事務局】明石市議会事務局
兵庫県明石市中崎一丁目5-2
TEL: 078-911-2600 

5 その他

鹿田副議長は公務のため、 1月14、 15日は別行程



:新政会

折笠正よ石川義和、栗原
遺藤利子、富樫賢太郎
:令和7年1月 13日(祝) -1月'15日(水)

【1114] リファレンス大阪駅前第4ピル23階(大阪府大阪市北区梅田1-11-4) . 
【1/15] 明石市役所{兵庫県明石市中崎一丁目5...:1)

行政調査旅費計算書

会派名

参加議員 文子、一男、福田金次郎、曾回晃、良田

日程
行先

郡
山
駅

1月 13日

• 

i~響1!
1月 14日

一
一
時
一
一

欝li瞬時1:同i
1月15日

明
石
駅

• 

59.460 
3日= 9.000 
2泊戸 29.600

苑万60

59.460 
3,000 x 

14,800 x 

費
当
費
一
計

通
泊
一

交
日
宿
一
合 円8名= 784,480 ﾗ 円



• 

• 

別記第 5 号様式

出張(調査等)申請書兼旅費請求書

支出番号 /1
会派会長様

母島申請代表者氏名 福田文子

下記の用務により出張(調査等)したいので申請するとともに、旅費を請求いたします。

記

請求金額
96, 780 円(一人あたり 96, 780 円)

※別紙、旅費計算書のとおり

1/14 -地方議員研究会受講の為

目 的

大阪府大阪市 リファレンス大阪駅前第 4 ピル 23 階

用務先

今こそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ

内 $ ・ 0現場から視る家庭教育支援

0現場から視る不登校支援

期 間 2025 年 1 月 13 日 '"'-' 2025 年 1 月 15 日 (2 泊 3 日)

行 程 別紙行程表のとおり

-庚田耕一

出張(調査等)者

氏 名

贋田副議長は公務のため、 1 月 14 日、 15 日は別行程
特記事項

会派会長 受理日

許可日

支出日

口
H
一
口
H
一
口
H

弘
一
4

一
4

F
4

一
q
L
一
円
必

月
一
月
一
月

四
一
2

一
ロ

年
一
年
一
年

込

4
4
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M

n

4

n

L
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λ
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u
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d

q

h

q

L

 
@ 

福田文子 ⑫
一

上記金額を受領しました。

2024 年 12 月 24 日 申請代表者氏名



• 

• 

令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

日 1 日目: 1月13日【祝)

|郡山駅隈~~8~1

口 2 日目: 1月14日(火)

口 3 日目 :1月 15日(水)

| 宿泊地 | 

2 人員 1 名

鹿田耕一議員

4 事務局連絡先・会場

10:00 16:30 

0 【事務局】地方議員研究会
大阪府大阪市北区梅田1-2-2
大阪駅前第2ピル2階5-6号
【会場】
リファレンス大阪駅前第4ピル23階

3 視察内容

1 令和7年1月 14日{火)
【今とそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を
現場から学ぷ】

。現場から視る家庭教育支援
O現場から視る不登校支援

5 その他

鹿田副議長は公務のため、 1月 14日、 15日は別行程



行政調査旅費計算書

会派名 :新政会
参加藤員 :鹿田耕一
日程 :令和7年1月 13日(祝) ......1 月 15日(水)
行先 : 【1/14] ・リファレンス大阪駅前第4ピル23階(大阪府大阪市北区梅田1-11-4)

• 一
週
廿

• 交通費

目当
宿泊費.
合計
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14.800 x 

円
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x 1名.= 96 ， 780 円



• 

• 

別記第 6 号様式

出張(調査等)報告書兼旅費精算書

会派会長様

支出番号 1/ 

下記のとおり出張(調査等)したので報告するとともに、受領した旅費を精算(返納)いたします。

出張(調査等)議員名

. ⑮ 

. ⑮ 

. @ 

. @ 

. @ 

. @ 

記

期 間 2025 年 1 月 13 日 '‘、d 2025 年 l 月 15 日 2 泊 3 日)

1/14 ・地方議員研究会受講の為

目 的

大阪府大阪市 リファレンス大阪駅前第 4 ピル 23 階

用務先

行 程 別紙行程表のとおり

内容及び成果
今こそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ

0現場から視る家庭教育支援 O現場から視る不登校支援

旅費精算 受領額 96, 780 円 精算額 96, 780 円 返納額 0 円

上記のとおり出張(調査等)の内容を確認するとともに、精算を受けました。

会派会長 経理責任者 受理 日 2025 年 1 月 16 日

⑧ ⑧ 確認 日 2025 年 1 月 16 日

精算 日 2025 年 1 月 16 日

※添付書類:行程表、調査等先説明資料、要請・陳情書(写)、調査等先の名刺、写真、成果報告書他



• 

• 

令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

臼 1 日目: 1月 13日{祝}

口 2 日目: 1月 14日(火)

口 3 日目: 1月 15日(水)

| 宿泊地 | 

2 人員 1 名

贋田耕一議員

4 事務局連絡先・会場

10:00 16:30 

0 【事務局】地方議員研究会
大阪府大阪市北区梅田1-2-2
大阪駅前第2ピル2階5-6号
【会場】
リファレンス大阪駅前第4ピル23階

3 視察内容

1 令和7年1月 14日(火)
【今とそ再確認今の家庭、今のこどもの最新事例を
現場から学ぷ】

0現場から視る家庭教育支援
O現場から視る不登校支援

5 その他

鹿田副議長は公務のため、 1月 14日、 15日は別行程



行政調査旅賞計算書

会派名 :新政会

重量加鶴員 :鹿田耕一
日程 :令和7年1月13日(祝) ......1 月15日(水)
行先 : 【1/14] ・リファレンス大阪駅前第4ピル23階(大阪府大阪市北区梅田1-11-4)
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地方園周囲究会
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切
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-現場の支援者である実務家の講師でリアルな状況と、議員として取り組むべきことが理解できた。
.質問で取り組む際の資料が豊富で質問の効果が上がった。

伊鴨

ー多 ν 

• 
現場かち視~家庭教育支援

-少子高齢社会だからこそ求められる家庭教育支援

-子ども家庭庁設立における『就学前の子どもの育ち』と『こどもまんなか社会J

.家庭教育支援チームやチーム学校で家庭教育を支える

-家庭教育支援による不登校や引きこもりの予防~家庭教育支援事例紹介~

現場かち視る不登校支援

-増加の一途をたどる現在の「不登校」とは

.誰 1 人取り残さない不登校支援とは

-ヤングケアラーなどの様々な課題に何ができるか

.保護者の声と不登校支援の実際

• 
傾
子

川
圃
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こ

川i
d
-
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h
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い
真
ま

ク
史時
下
仙

川
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民間の不登校支援機関(一社)家庭教育支援センターペアレンツキャンプ
にて文科省家庭教育支援に関する検討委員を歴任してきた代表に師事。
チーフ家庭教育アドバイザーを10年務めた後、独立。
現在MIKURU.MIRU (ミクル・ミル)代表。
不登校や家庭内暴力などに悩む保護者に寄り添い、具体的なアドバイスで
数多くのケースを復学へと導いてきた。
家庭教育支援について各方面でセミナー講師を務める(山口県教育委員会、
和歌山県教育委員、 PTAほか)日本唯一の心理国家資格公認心理師。
出版書籍:
『これで解決!母子登校~不登校にしない、させない家庭教育"'.!I
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本日の内容 • • 
ま@ 歩子高齢社会だからこそ求めちれる家麗教曹支議

2. こども家庭庁設立における『就学前の子どもの育ち』

と『こどもまんなか社会』

3.. 家庭教育支援チームやチーム学校で家庭教育を支える

4. 家庭教育支援による不登校や引きこもり予防

~家庭教育支援事例紹介~



• 

• 

【地方議員研究会主催】

今こそ再確認!今の過程、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ①

~現場から視る家庭教育支援~

報告:新政会冨樫賢太郎

0日時 2025年1月 14 日(火)10:00-

0場所:大阪府大阪市リファレンス大阪駅前第4ピJレ 23階

0講師:山下真理子氏 (MIKURU.MIRU 代表(公認心理士))

O講義内容

1.少子高齢化だからこそ求められる家庭教育支援

日本は少子高齢化社会を迎えており、平成7年をピークに生産年齢人口は10年以

上連続の減少。令和5年度の65歳以上の人口は3 ， 623万、総人口に占める割合

(高齢化率)は29.1%となっている。

多様化する子育て家庭のニーズに応えるためにも、保育園や学校視察を行ったり、

子育て相談窓口を担当している課などにヒアリングを行いながら、どのような「子育て

に関する支援jが必要かを考えてして必要がある。

・子育て家庭を地域社会が支えることで、家庭の孤立を防ぎ、虐待、不登校、ひきこも

り、家庭内暴力など問題の発生を未然に防ぐ効果が期待されることから、 l王座~

箆息止をもって家庭教育支援を行っていくことが大切!

-子育てに関する支援は就学前までの過程だけに向けて行うものではなく、就学後の

子ども(心身の発達の過程にある者)に向けて広三丘三必要がある。

-子育ての担し、手の多様化と世代聞での助け合いをどのように実現していくかを考

えてして必要がある。

2. こども家庭庁設立における『就学前の子どもの育ち』と『こどもまんなか社会』

にども大綱策定にともない都道府県・市町村が行うべきこと|

-政府はこどもの施策を総合的に推進するために、こども施策に関する基本的な方針、

重要事項を定めた「こども大綱J を定めた。

-都道府県は、国の大綱を勘案して、都道府県こども計画を作成するよう、また、市町

村は園の大綱と都道府県こども計画を勘案して市町村こども計画(以下、自治体こど

も計画)を作成するよう、それぞれこども基本法第10条において、努力義務が発生す

る。

・地方自治体におけるこうした計画づくりにおいて、内容及び策定のプロセスがこど

も・若者の視点で、その最善の利益を第一に考えて進められることが求められる。



3. 家庭教育支援チームやチーム学校で家庭教育を支える

地域教育・学校教育・家庭教育が子ども達の育ちに大きく影響を与えると言われて

いる中で、昨今は地域・学校・家庭の連携の希薄化が目立つ。

子どものことで学校に相談をしても人員不足等により対応できないというケースも

珍しくない。子育ての悩みを家庭だけで抱え込みすぎているケースもある。

地域のつながりにおいても、 SNS が発達している昨今「ネットのつながりがあるの

で別に地域のつながりは求めない傾向がある。

しかし、教育に携わるそれぞれの立場の人間が目指すところや想いは同じはずなの

で、子ども達がこれからの目まぐるしく変化する社会をも行きぬく力を持ち、輝いてい

くこと。保護者が子育てを楽しいと思えること。地域の課題を把握し、子育て世帯のニ

. ーズをつかみ、家庭教育支援チームや学校との連携にカを入れていくことが重要で

• 

ある。

4. 家庭教育支援による不登校や引きこもり予防

~家庭教育支援事例紹介~

0講義を受けて

少子高齢化社会を迎え、子育て家庭も多様化しておりそれぞれのニーズに応える

ためにどのような「子育てに関する支援」が必要かということを実例も交えてわかりや

すく講義いただいた。

政府はこどもの施策を総合的に推進するために、こども施策に関する基本的な方

針、重要事項を定めた「こども大綱J を定めた。都道府県は園の大綱を勘案して、都

道府県こども計画を策定するよう、また、市町村は国の大綱と都道府県こども計画を

勘案して市町村こども計画を作成するよう、それぞれこども基本法第10条において

努力義務が発生するとのことである。

郡山市においても現在r(仮称)郡山市こども計画」を策定中であるが、その内容及

び策定のプロセスがこども・若者の視点で、その最善の利益を第一に考えて進められ

ているのか、しっかりとチェックしていく必要があると感じた。

また、計画や制度を作って終わり、ではなく、その内容を必要とする人が容易に活

用できるよう周知や広報を強化し、計画や制度について認知してもらうことが重要だ

と感じた。郡山市での周知広報の取組についても適宜確認していきたい。



【地方議員研究会主催】

今こそ再確認!今の家庭、今のこどもの最新事例を現場から学ぶ ② 

~現場から視る不登校支援~

報告:新政会遠藤利子

0講師 : 公認心理士 山下真理子

0講義内容

-1 増加の一途をたどる現在の「不登校」とは
「不登校とはJ 心理、情緒、身体、社会的要因・背景により、登校しない、できない状況にあるため年

間 30 日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由は除いた者とある。年々増加の一途を辿ってお

り、令和 5 年度は小中合わせ 34 万人 6，500 人の生徒が不登校であり、前年から 4 万 7，400 人増加して

いる。学年別では中学校の割合が多く、不登校の現状・背景等、本人のニーズによって対応する必要が

ある。 90 日以上欠席者は 19 万 392 人 (55%) であり、うち 36，268 人(10.5%) が殆ど学校に行って

いない。保護者の教育への考え方や無理解・無関心、家族の介護、手伝いなどが理由である。登校に関

する諸課題として、週に数回しか登校しない五月雨登校、保健室などでの自習をする別室登校、母親同

伴の母子登校などがある。あくまでも 30 日は参考規準であり、不登校かどうかの判断は現場に任せる

とある。

〈義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律〉の第三章では、不登

. 校児童生徒等に対する教育機会の確保等において、〈学校における取り組みへの支援〉、〈支援状況に係

る情報共有の促進〉、〈学校以外の場における学習活動を行う不登校児童生徒に対する支援〉があり、休

む必要性や学校以外で学ぶこと、民間等学校外の機関との連携の重要性も述べている。

令和 5 年度文科省では、「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題調査結果J から、いじめ

の認知件数を引き出しており、小学校 58 万 8，930 件・中学校 12 万 2，703 件、学年別の認知件数が多い

のは、小学校低学年~中学年であり、内容では、冷やかしゃからかい、悪口や脅し文句、いやなことを

言われるなどである。不登校というと「心の病気J や「いじめJ のイメージが強いが、データを紐解い

ていくと決してそれだけが要因ではないことがわかる。

2. 誰一人取り残さない不登校支援とは

不登校支援の課題として、①地域の取り組みの差、②子供や家庭が抱える課題や原因の違い、③支援の

スピード感、④家庭への支援不足、⑤支援を拒否する家庭や子供への支援などがある。行政支援とし

て、スクールカウンセラー (SC) ，スクールソーシヤルワーカー (SSW) 教育支援センターがあり、支

援内容・特徴はいずれも見守る支援である。民間支援について、医療機関、ホームスクーリング:フリ



• 

• 

ースクール、復学支援がある。相談から得た要因として 55.3%の生徒が「無気力・不安・抑うつ」と回

答している。行政・民間支援・サポートの結果、登校する、またはできるようになった生徒は全体の

30.2%に過ぎず、不登校は解決しにくいことが課題である。また、支援する sc の活動において、小学

校の常駐配置は 0.7%、実績無しは 21%、スタッフ数が極めて少ないことも課題である。

〈発達障害の子どもへの支援・教育について〉

通級指導教室(比較的軽度)・特別支援学級(障害のある子どものみの学級)・特別支援学校(障がいの

ある児童だけが通う)の役割と特徴がある。文科省の下に設置されたに「通常の学級に在籍する障害の

ある児童生徒への支援の在り方に関する検討会議J において、よりインクルーシプな社会の実現に向け

て関連施策等の一層の充実を図ることが求められている。

3. ヤングケアラーなどの様々な課題に何ができるか

侍どもにまつわる諸鯛

-不登校児童生徒 34 万 6482 人 過去最多

・児童虐待件数 21 万 4843 件(R4)過去最多

*死亡事例年間 50 件超

相談内容 心理的虐待、最も多い加害者は実母

虐待理由 泣き止まないという理由から O 歳児が最も多い

-児童生徒の自殺者数、 513 人、令和 3 年は 10---39 歳の各年代の死因第 1位(若い世代の第 1 位が自

殺は先進国 (G7) では日本のみ)

理由 学業・進路の悩み、家庭・親子関係の不和、多様かっ複合的

自殺対策:自殺予防教育モデル構築や啓発、 sc ・ ssw配置の充実

端末を活用した心の相談体制の整備、指針に基づく対応の徹底と多角的分析され、

多様かつ複合的な原因・背景を有し、様々な要因が連鎖する中で起きていると 0

.ヤングケアラーについて

ヤングケアラーとは、本来大人が担うとされている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども

をいう。責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがある。

実態調査・把握:支援が必要であっても表面化しにくい構造であることから必要。

支援体制の強化:実態調査または福祉・介護・医療・教育等の関係機関の職員が学ぶための研修等の財

政支援。福祉サービスや就労支援サービス等。条例として、令和 5 年末で確認できるものは、 20 件。

4. 保護者の声と不登校支援の実際

保護者の生の声と不登校支援の実際について紹介

カウンセラー(講師)が、不登校の子供の母親からの相談を受けている実際の場面(音声)を拝聴。ど

こにいても受けられる通信による家庭教育相談、親の孤独・孤立解消等多角的な支援について学んだ。



〈研修に参加しての学び〉

これまで民間の不登校復学や文科省家庭教育支援に関する検討委員を歴任、家庭教育アドバイザーを経

て、独立された方が講師である。現場の声や経験を交えながら大変解り易く興味深い講義であった。

午前の部で少子高齢化や人口減少問題などの社会的背景や子育て支援や家庭教育支援の基本を学び、午

後の部では、増加の一途を辿る不登校から始まり、小学低学年に多いいじめ、そして中学校で増加する

不登校、 15 歳.......20 代に増えている自殺、全て関連性があると思われる。子どもへの虐待やヤングケア

ラーの問題については、子育て世代である親世代の孤立、支援の受け難さなどが背景にある。支援する

側も、関連する背景や情報を基に、学校間・学校と民間・行政など、効果的に連携しながら取り組む必

要性を課題とし、法律を通して実際の対策を学んだ。

前述にもあったように、政府はこども施策に関する基本的な方針として「子ども大綱J を定め、郡山市

においても rc仮称)郡山市こども計画」を策定している。「文教福祉委員会J では委員として参加し、

ひとり親世帯への支援、子供の居場所づくり、こども誰でも通園制度等の意見交換を行った。また、

e rこども子育て会議」に傍聴参加し、計画や取り組みの根拠等、改めて関連付けることができた。「こ

ども子育て会議J は、一般の方、子育て支援に関わる方、専門家等による会議であり、様々なアンケー

• 

トから郡山市独自の課題が見え、多方面からの意見が交わされる。日本が直面している不登校関連の課

題を学んだことにより、郡山市独自の課題とも比較しながら、根拠を意識し参加できると思う。

私自身、家族や地域の支援を受け、仕事との両立を図りながら子育てをしてきた。夜勤という特別な働

き方をする中での苦悩もあり、その経験から管理者として体制の無直しも図ることができた。今後、市

議会議員として、やるべきことが明確となったため、今回の学びを是非生かしていきたい。

おわりに、郡山市は様々な相談や支援体制が確立され、県内・地域をリードしていると考え、これから

徐々に成果が表れると期待している。一方、折角の支援体制ではあるが、会議においては、一般市民に

伝わっていない、利用されていないと感じることも多い。今後の課題として市民を巻き込むことや広報

活動の在り方など意見を述べつつ、進捗状況を見守っていきたいと考える。



新政会会派視察研修

2025年 l 月 1 3 日~ 1 5 日

2025年 l 月 1 4 日

大阪市地方議員研修会主催研修



/ 

「公共施設マネジメント J について 新政争料
戦後、高度経済成長を経て 1 960 年代から公共施設が建設され始め、 1 9 7 0 年代の第

三次ベピープームにより学校等の公共施設の整備が盛んに行われ、また、民需の落ち込みを

公共工事で補う「はこもの行政J と言われる公共施設建設が日本中で行われた。その後それ

らの公共施設が老朽化を迎え圏内の自治体では少子高齢化の中、税増収は見込まれない状

況でその維持管理やマネジメントで苦慮している。施設改修については施設を部署ごとに

設備の保守点検管理を行う無駄を無くし、多くの自治体が縦割り組織・予算の壁を越えられ

ない中、包括的保守点検委託をしている自治体が増えてきた。

公共施設マネジメントの大前提は、公共施設の老朽化、劣化によって市民の命や財産を傷

っけないこと(安全性の確保)であり、その安全性の確保のために効果的なのは、民間の総

,-e 合ピルメンテナンス会社と包括的保守管理委託契約を行うことであるといわれる。この手

re 

法によれば技術系職員の少ない自治体における施設設備の保守点検を公民連携の手法によ

って確実に展開できることになる。

.2.0 1.2 年香川県まんのう町が、園内で初めて包括的保守管理委託契約を導入したのは、

人口約 2 万人の同町において、その職員には技術系職員がおらず、大手ピノレメンテナンス業

者に中学校建設という大型 PFr 事業の一部として、公共施設保守管理点検を合わせて委託

したことに始まったのである。

その後、 2 0 ほどの自治体で、包括的保守管理委託契約が始まったが、包括的保守管理契

約に日常修繕業務を組み込むことによって、安全性の確保、リアルな施設の状態把握、全庁

的な対応優先度の判定、そして、それらの業務における事務コストの削減に成功した事例も

生まれている。明石市における包括的保守管理契約は、その目的の明確化と成果を上ながら

コスト削減に成功した事例として現時点では我が国で最も先進的な事例となっている。



明石市の公共施設マネジメントについての質問

郡山市議会新政会

①明石市が公共施設の施設包括管理を導入した経緯をお聞かせください。

②公共施設等総合管理計画を策定し、それぞれに施設個別計画があると思いま

. すが、施設包括管理を導入することでその計画の変更などはありましたか。

• 

③明石市の施設包括管理の実施体制はどのよう年なっていますか。

④多くの先進自治体が対象としている保守点検業務に加え、日常修繕業務を統

合した理由とメリットはどのようなものか。

⑤施設包括管理を導入すると大手の建物管理事業者に仕事を奪われるという

地元事業者の反対意見に対しての対応はどのようなものか。

③税収の減少により財源確保が大変な中、公共施設の更新問題(公共施設マネ

ジメント)に対して、管理の効率化によるコスト削減を図らなければなりま

せん。施設包括管理の導入によってコストの削減はできたのか。

⑦施設包括管理を導入している先進自治体は 2 0余りであり広く普及している

とは言えません。その理由としては事前調整段階でいくつかの課題があると

思います。明石市では各施設所管課の同意と上層部の承認を得るためにどの

ような取り組みをしたのか伺いますユ



明石市における包括的保守管理委託契約について

報告者栗原晃

公共施設の問題は、総合的な管理計画の作成段階から次のステップに進んでいる。

個別施設計画の策定によって、いよいよ公共施設マネジメントの実践段階に入ってきてい

て、そもそも公共施設マネジメントをどう進めるべきか分からない自治体も少なくない。個

別施設計画のハウツ一式教科書があればいいかもしれないが、自治体の状況が千差万別の

状況において一律の処方を作成することは不可能である。それぞれの自治体の事情に応じ

て、自ら実践の方法を考え出していくのが妥当である。

財政状況を把握する場合、自治体の財源の豊かさをみる財政カ指数と、財政運営のよしあ

. しは異なる点を注意しなければならず、財政力指数が高いからといっても財政運営がうま

• 

くいっているかは別である。自治体の事務事業は公共施設とセットで考えられているが、公

共施設の保有は、住民の厚生を高めることに寄与する一方、財政を逼迫させる要因となり、

財政力指数が低いほど一人当たり公共施設保有量が高い傾向にある。

地方財政が厳しくなる状況の中、地域産業の継続のため財政調整基金の取り崩しゃ予算

の組換え等が行われている。本来基金は、このような急務、危機的な状況下において活用さ

れるべきであるが、基金をどのように活用したのかこれまで焦点とならなかったデジタル

化への対応といった将来につながる形で有効に使えているかなど、財政のマネジメントカ

が試されるところである。現状保有している公共施設の整理は必須の課題となり、地方財政

の状況や今後の公共施設の在り方から考えても、投資すべきところは施設の単純な更新等

ではなく、機能の見直しによる複合化、多機能化による「縮充」となる。いち早く公共施設

ありきの政策から脱却し、サービス面での住民の福祉向上への転換が求められ、財政マネジ

メントカは財政カ指数とは関係なしその中でのやりくりには十分な知恵が必要である。

上記の課題に取り組むには公共施設のマネジメントを考えていかなくてはならない。

明石市における包括的保守管理委託契約は、その目的の明確化と成果を上げながらコスト

削減に成功した事例として、現時点では我が国で最も先進的な事例となっている。

明石市の導入までの流れとしては、平成 27 年 7 月に先進自治体受託者 (2 者)からのヒ

ヤリングから始まり、一年後の 28 年 7 月には第一回サウンディシグ公募を行い、翌年の 2

9 年 6 月に第 2 回サウンデイング(第一図面談事業者)を行い、 8 月に公募条件決定プロポ

ーザル公告、 1 0 月に受託予定事業者を決定し事業開始準備をしながら、およそ 4年近くの

準備期間を経て、業務を開始した。

第一期では小中学校を中心とする 132施設を対象として開始した。多くの先進自治体が

対象としている電気設備、消防設備の点検や清掃に加え、日常修繕(明石市においては概ね

130万円未満の修繕としている。)を含んでいることが特徴で、すべての日常修繕を含む

包括管理としては全国初の事例である。



• 

• 

第 2期では本庁舎と保健所を追加し、修繕業務の範囲を 130 万円から 500万円未満

に拡大し、対象施設と対象業務を追加した。当初の狙いはコスト削減であったが検討を進め

るにつれ施設の安全・安心の向上の効果も大きいことが見えてきた。明石市では従来、大半

の施設で事務職員が施設管理を担っていたが、施設包括管理の導入に合わせて取りまとめ

部署を設け、技術系職員を配置することとし、受託者となる建物管理の事業者と連携して、

施設の安全性をたかめる ζ とができる体制としコスト削減を達成した。

今まさに少子高齢化にある郡山市も公共施設のマネジメントに取り組まなければならな

い時期にきていると考え、新政会としては今後、研績を積みながら当局に提案をしていきた

いと考える。

に

ノ



2025年 I 月 1 5 日

明石市議会議場にて

明石市から市有施設包括管理業務委託について説明を受ける



AA: 綿のま~ぴ応援

勾主~ MIKURU ・ MIRU
圃薗

. 

• 
繍ま~ぴ7 f Jrイザー

山下真理子
TEL ・圃・・圃・・・・・・・・

E-MAIL: 加わ@mikurumiru.com
web : https:l如、lkurumiru.coml

• 次長

上田 法

明石市議会議会局

〒673-8686
明石市中崎 1 丁目 5 番 1 号
TEL (078)911-2600 
FAX (078)918-5112 

E-mail :1・・・・・・・・・



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 新政会 ⑧ ⑮ 領閥文結;
区 分 事 自 費 目 金 額 小計

交通費 58, 500 旅費 13, 500 

l 調査研究費
2025年2月 13 日 福島第一原子カ

自動車燃料費 資料作成費 72, 000 発竃所視察

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食積費

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{訴込科含む)
ウェプペジ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要鱒・
5 練情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 復込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙)

雑誌等購読料
購読料
有料データベース

振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事務機器等
リース代

10):事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 記送手数料

通信運搬・
電話料等(鎗分) 郵便料等

11 
自動車燃料費 自動車燃料費

(按分)
その他

支出年月日 2025年 2 月 13 日
現金出納簿

/之 合計 72， 000円
支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 /ユ

• 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

① 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 交通費

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 東京電力ホールデイングス株式会社

(支出事由) 福島第一原子力発電所視察

令和 7 年 2 月 1 3 日(木)

内 '!jff. 福島県双葉郡富岡町 福島第一原子力発電所の状況について

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

2025 年 2月 13 日 株式会社報徳観光パス ツアーズ郡山 58， 500 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 共通 @ 

「領収証 J
No. R00042 

2025年 2月 13 日

. 新政会御中
合計金額 ￥58， 500 -

税抜金額 53， 182円 消費税 5， 318円

上記の通り

肉眼 金 額

現金 5ji,X;OO 
小切手

振込

手形

相殺

握込手数料
一一-

その他

「合計 Q゚.500 

備考:

2/13 (水)視察研修代金として
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no 
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号1
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番
者

以
録
当

村
山
登
担

ズ郡山

調官

手形期日:

手形No. : 
摘要:



請求書
S00233 No. 

2025年 2月 12 日

ズ郡山

d題W

御中新政会

nu 
no 
oo nHVE----ｭ
nu----ｭ
nu--ｭ
nu-----

n
4
o
o
-
-
-
-
-

m
m

・
­
Jovi--

m哨
号
:

胤
番
者

J
A録
当

咽
登
担

￥58 ， 500 
内 5 ，318

令和7年東京電力廃炉資料館視察研修
下記の通り御請求申し上げます。

今回御請求額
10略対象 ￥58 ，500 
邸対象

消費税
消費税

備考金額

58,500 I 税込nu 
n
U

戸

p
h
U
 

F
O
 

0046868 普通

• 単価数量品名品番

2/13 (木)
パス利用代金

同判
9ソ!内

【振込口座]須賀川信用金庫安積支店
【口座名義]カ)ホウトクカンコウパス
※お振込手数料は、ご負担にてお願い申し上げます。

l 

• 



令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

ロ 1 日目: 2 月13日(木}

15:00 

el 2 人員 9名 3 視察内容

折笠正議員 遠藤利子議員|令和7年2月13日(木)
石川義和議員 富樫賢太郎議員
慶田耕一議員 11 【福島県双葉郡富岡町】
栗原晃議員 10福島第一原子力発電所の状況について
良回金次郎議員
富田一男議員
福田文子議員

4 事務局等連絡先・会場

0 【事務局】東京電力ホールデイングス株式会社
el 福島復興本社復興推進室広域グループ

TEL050-3090四5059
0 【会場】東京電力廃炉資料館ほか

双葉郡富岡町大字小浜字中央378



金次郎

行政調査旅費計算書

:新政会
:折笠正、石川義和、鹿田耕一、栗原晃、良田

宮田一男、福田文子、遠藤利子、富樫賢太郎
:令和7年2月 13日(木)
:東京電力廃炉資料館(双葉郡富岡町大字小浜字中央378) ほか

会派名

参加議員

日程

行先

2月 13日 LJ I!I 
郡呈|郡

出凶斗i国4出
役|主|役
所 1;1 所

館

※ 

一
一
一
一
一
一
一

• 
一
一
時
一
一

0 
1 日= 1,500 
泊= 0 

1,500 

i※別途、交通費(貸切パス代)として支出

0 

1,500 x 
14,800 x 

円13, 500 9名=ﾗ 円

• 



• 

• 

別記第 5 号様式

出張(調査等)申請書兼旅費請求書

会派会長様

申請代表者氏名 福田文子

下記の用務により出張(調査等)したいので申請するとともに、旅費を請求いたします。

記

請求金額 13 ， 500 円( 1 人あたり 1 ， 500 円)

※別紙、旅費計算書のとおり

福島第一原子力発電所視察

目 的

福島県双葉郡富岡町福島第一原子力発電所

用務先 東京電力廃炉資料館

福島第一原子力発電所の状況について

内 廿，..."・ 東京電力廃炉資料館見学

期 間 2025 年 2 月 13 日

行 程 別紙行程表のとおり

-折笠正 -曾田一男

-贋田耕一 -石川義和

出張(調査等)者 -栗原晃 -福田文子

氏 名 -遠藤利子 . 
-冨樫賢太郎 . 
-良田金次郎 . 

特記事項

会派会長 受理日

許可日

支出日 月

月
一
2
2

q
L
-

年
一
年
一
年

R
υ
F
D
F
D
 

月
白
円

G
n
L

n
u
n
u
n
u
 

n
4
n
L
n
4
 

② 

上記金額を受領しました。

2025 年 2 月 14 日 申請.ß表者正名 福田文子 重量



別記第 6 号様式

出張(調査等)報告書兼旅費精算書

会派会長様

支出番号/之

下記のとおり出張(調査等)したので報告するとともに、受領した旅費を精算(返納)いたします。

• 
@ 

-良田金次郎

・栗原晃

・石川義和

・福田文子

⑮ 

⑮ 

記

期 間 2025 年 2 月 13 日

福島第一原子力発電所視察参加の為

目 的

福島県双葉郡富岡町福島第一原子力発電所
用務先

東京電力廃炉資料館

行 程 別紙行程表のとおり

内容及び成果
福島第一原子力発電所の現状を知る

旅費精算 受領額| は 500 円|精算額| 山00 円|返納額| 0 円

• 

上記のとおり出張(調査等)の内容を確認するとともに、精算を受けました。

会派会長 経理責任者 受理日 2025 年 2 月 14 日

③ ⑧ 確認日 2025 年 2 月 14 日

精算 日 2025 年 2 月 14 日

※添付書類:行程表、調査等先説明資料、要請・陳情書(写)、調査等先の名刺、写真、成果報告書他



令和 6年度新政会行政調査行程表

1 行程

口 1 日目: 2 月13日{木)

集合 7:50 8:00 10:20 15:00 

2 人員 9名 13 視察内容

折笠正議員 遠藤利子議員|令和7年2月13日(木)
石川義和議員 冨樫賢太郎議員
慶田耕一議員 11 【福島県双葉郡富岡町】
栗原晃議員 10福島第一原子力発電所の状況について
良回金次郎議員
曾田一男議員
福田文子議員

4 事務局等連絡先・会場

0 【事務局】東京電力ホールデイングス株式会社
福島復興本社復興推進室広域グループ

TEL050-3090-5059 
0 【会場】東京電力廃炉資料館ほか

双葉郡富岡町大字小浜字中央378



金次郎

行政調査旅費計算書

:新政会

:折笠正、石川義和、鹿田耕一、栗原晃、良田

曾田一男、福田文子、遠藤利子、富樫賢太郎
:令和7年2月 13日(木)
:東京電力廃炉資料館(双葉郡富岡町大字小浜字中央378) ほか

会派名
参加議員

日程

行先

2月13日 LJ I!I 
郡 I~I

虫同J収 /j凶切Jロ|出
役 I~I. 役
所蒜|所

館 I

※ 運賃
急行料金
席種
実費

• 
n
u
一
n
u
-
-
n
U
一n
u

運賃
急行料金
席種
実費

0 
1 日= 1,500 
泊= 0 

で百百

0 

1,500 x 
14,800 x 

円13 ,500 9名=ﾗ 用

• 



東京電力木一J.)[レディシタス様式愈社

積層事第一原乎力発電問視察のご襲内

f福島第…原子力発議所j の状況をに;視察いただけますり

ご視察に関心がある場合{季、お気軽にご連絡く宏、設いc

(ご糠例①{スタンタードコース:約 3時間5扮、最大m名まで111ふん t. 

国時141 誌面
60分 l 分 I 20分 60分 20分

時間回
25分

日高訂芯弓烹有高志耳石宗主「一一一一一一|
緋i函l鴎( 福島第一原子7.J発電所

EE温 E冨2
40分 20分

一

しパスを降車してのご視察例 11 
1号機"'4耕一理
水海洋放出設備を術開できる
i デッキ(高台)か8廃炉作業
i の状況等をご覧いただけます

鏡石町・天栄村議会さま合同ご視察

E雪需軍司醒

2 皆さまが強いている疑関や
不安議議等へ 7主ん ??:6お題
かすきく jまさ 1ft\

.~祖寮績の質疑応答の様子



• 

• 

東京電力福島第一原子力発電所行政調査報告書

0日時

O場所

O出席者

0応対者

0視察内容

報告 : 新政会 冨樫賢太郎

2025年2 月 1 3 日(木)

福島県双葉郡富岡町・大熊町・双葉町

郡山市議会 26名

志朔会 1 1 名 、新政会 9名

緑風会 4名 、公明党郡山市議団 2名

東京電力ホールデイングス株式会社

-福島復興本社副代表

-福島復興本社復興推進室広域グループ

.福島第一廃炉推進カンパニー

廃炉コミュニケーションセンター

視察コミュニケーショングループ課長

1.東京電力廃炉資料館

所在地 : 福島県双葉郡富岡町中央三丁目 58番地

原子力事故の事実と廃炉作業の現状等を確認できる場として、東京電力(株)

f[日エネルギー館J に「東京電力廃炉資料館J を設置した。

施設は2 階建て

ゾーン l プロローグ( 1 階) 東京電力からの挨拶文で、来

館される皆さまを迎える。

ゾーン 2 記憶と記録・反省と教訓 (2 階) 原子力事故を振り返り、その!
反省と教訓を伝える。

ゾーン 3 廃炉現場の姿( 1 階) 廃炉事業の全容と最新の現場

の状況を知らせる。

情報スペース( 1 ・ 2 階) 福島復興への取り組み、原子

力や放射線等の情報を閲覧で

きる。

廃炉資料館では、原子力発電の基本情報や福島第一原子力発電所事故の対応経

過、廃炉作業の現状について学んだ。



2. 東京電力福島第一原子力発電所

現在の廃炉作業の状況について説明。

-作業員は平日平均 1 日あたり 4 ， 300人(協力会社作業員および、東京電力

HD社員)うち約70%が福島県の方々。被ばく線量は平均 2. 16mSv 
/年※ 2022年度平均(法令上の線量限度 :50mSv/年かつ 100m

Sv/5 年)

現地視察ルート

① 1-----4 号機ブ、ルーデッキ

②既設多核種除去設備(既設ALPS)

. ③増設多核種除去設備(増設ALP S) 

• 

④高性能 多核種除去設備(高性能ALP S) 

⑤ K4 タンクエリア

⑥ 5""'6 号機グリーンデ、ツキ

⑦ 海側設備術轍

③ 乾式キャスク仮保管設備

⑨ ALPS処理水サンプル

福島第一原子力発電所構内の現地視察では、各種マスコミでの報道だけでは分

からなかった、実際の作業環境や復旧作業の進行具合について実設備を間近に

見ながら説明を受け、より理解が深まった。様々なメディアで情報が溢れている

状況だが、しっかりと正しい知識を持ち対応することが重要であると感じた。



東京電力廃炉資料鎮にて

アj
炉

TEFイ~Oüむc0:mヘ;;;，::;::' ~~ ;¥;CJ "，'~C勺戸J

福島第一原子力発電所 1~4号機建屋付近 フホルーデッキにて



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 新政会

⑧ ⑧ G事福田文子

区 分 事 由 費 目 . 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

鯛査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費
会報33号作成・新聞折込料 (2025

広報誌(紙) 540, 100 報告書等印刷費 888, 299 
年3月 30 日発行)• 

送料(折込料含む) 348, 199 ウェプペジ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙)

雑誌等購読料購読料
有料データベース

振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費
事務機器等
リース代

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

援込料 配送手数料

通信運徹・
電話料等(按分) 郵便料等

11 
自動車燃料費 自動車燃料費

(按分)
その他

支出年月日 2025年 3月 31 日
現金出納簿

13 合計 888, 299 
支出番号



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

/3 
区 分 ※骸当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 ③広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 広報誌(紙)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※骸当する支出費目を記入

会派の活動内容を広く市民に伝える会派広報誌 (33 号)
支出目的

(支出事由)

レイアウト、データ制作及び印刷料 67， 650 枚

内 廿円』 印刷代 491 ， 000 円+消費税 49， 100 円 =540 ， 100 円

支出年月日 支 出 先 支 出金額

2025 年 3 月 31 日 株式会社デザインライフ 540 ， 100 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 共通 ⑮ 

支出番号

• 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

000218 NQ 

日月「/~) 
「年令和ん証収領

" þ ,: 

，、

/五

, , 

Jfl 

¥f 
F
 

、
、
・

, , 
、
‘
‘
，

F
 

,rF 

e
t
 

-
-
、

, 
ソ
一
下

円也金額

五号!ミス :!).i
;.'叫 i ， l' L 三

JLr f/CC侍

。雌訪Ziri躍
【椋1デザインライフ

代表取締役武田 学

〒963-8023 郡山市緑町10-17
-TEL024(923) 5555 ・ FAX(923)5573 

量録番号 T8380001005853

J鍵盤麟肇::jlJf J! 旬、，~'" 1) (:;;, !'l7R が 戸、?11j 月民

;Jマ 241 〈 fC1/L1U，、 σ ! f 、，..... ，ラーー
」ー..LL:. ω11 ぶ :71ん♂!♂;予

相殺受取手形銀行振込小切手頃主〉

法院努スり胴刊人官守・ι 叩 '<>1 切口問、且'品ソ 'ch '11 .品川」州， 'Jν 」、 1'- ¥".: V 。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



• 

別記第11号様式

領収書等整理票

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

963-8024 

郡山市朝日一丁目 23-7

郡山市市議会事務局総務課内
新政会御中

お客様コードNo. 4 

摘要:

冒謂・sl置匿事
令和 7年 3月 30I~::ごっラマ f
株式会社デザイン4引2

96臼削3

!~T:弘町註f こンノ八昂ltl
TEL:024-923""'5!1日‘一日山町FAX:

担当:武田学
ド犯の通りご締..J( rjl し上げます。

覇軍・E置圃藍司
.蜘8024 令和 7年 3月 30日l て二r:"7 吋問印刷84

株式会社デザインが戸一出血:郡山市朝日一丁目 23 ー 7

郡山市市議会事務局総務課内

新政会御中

お客様コードNo. 4 

摘要:

01005853) 

J_..I--, I C. 963-8023 郡山市緑町lolT-r1-\ ・，::'ム'
1 日 ~.:.".:I ../11\.-~.~ 

TEL:024-923-5555 FAX:024-923-5573 

坦主二一意且J主
下 J己の通りご司自..J(申し上げます.

807.545 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
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1頁

17 日3 月令和 7年

己売附
デザイヴイナfとま!

iフイ/闘
!箆ン市i!

3750A 見積No.

御中ム
一
向

政新

株式会社

963-8023 
郡山市緑町10-17

会報制作、折込料

下記のÌJ.!Íり術J!;.!. .1;'l り 111 し lニげます。

FAX:024-923-5573 TEL:024-923-5555 
担当者:武田学

日月納入期日:

納入場所:

取引方法:

有効期限: 日

千888， 299

JJ 年

|数量|単位[平価-• 額E仕様目一一一戸E
会報33号制作、折込

491. 000 枚口 1. n :'l日レイアウト、データ制作及び印刷料

(事務所納品分 300枚含む)

075 4.50 枚令和 7年 3 月 30 日新聞折込料

(郡山市内全域、全紙折込)

470 l 0.20 枚ロ 7. ~50 

4/4C 

配送料金

※B3版 コート

• オフ

しょ計|



広報誌の按分(印刷料分)

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

382 阻 x 273 阻 x 4 面= 417144 nui … 1 

2 対象外面積

① nui ﾗ m品 mJﾖ 

• ② nui ﾗ mJﾖ 一 nui 

③ mJﾖ ﾗ nui 一 nui 

④ mJﾖ ﾗ mJﾖ nui 

⑤ mJﾖ ﾗ mJﾖ nui 

計 o mJﾖ -・・ 11 

3 按分割合

ii -;- i = X 100 = 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 540 ， 100 円 ﾗ 対象外按分率 o % = 0 円… iii

• (1円以下切り上げ)

支出額 540 ， 100 円 iii= 対象経費 540.100 円



3月定例会の概要

令和6年度郡山市議会3月定例会は、 2月 19 日から3月 7

日までの17 日間にわたり開催されました。令和7年4月 20

4魁之は郡山市長選挙が行われることから、原則、義務的経

~継続的事業及び市民生活に密着し、早急に措置すべき

事業を中心とした、骨格予算の審議となりました。少子高

齢化・人口減少をはじめとする将来課題の的確な把握の

もと、手遅れになることなく先手を打ち、誰一人取り残さ

れることなく心身ともに健康で幸福を感じられる「ウエ

ルビーイング都市j を目指し、次世代の負担軽減を図る次

の100年のスタートにふさわしい予算編成となりまし

た。

当初予算の規模は、一般会計1.406億5.000万円、特別

会計1.032億1，984万4.000円となりました。当初、補正あ

わせて69件の議案に可決するとともに人事案件4件、委

員会提出の意見書l件についても可決同意しました。

総務財政・建設水道・環境経済・文教福祉の各常任委員

会においては、付託された議案について審査し可決され

ております。

.東北初のZEB化公共施段と怒る東山霊園管理事務所4・
※ZEB = Net Zero Energy Building{ゼフ=ネット・ゼロ・エネルギー・ピル)
省エネ(節電)や再生可能エネルギーを利用した創エネ(発電)によって、
エネルギー消費量がゼロとなる建物のこと。

ごみの減量化対策特別委員会は、令和5年12月定例会

において設置され、 17固にわたり委員会を開催し、市当

局の取り組み状況の確認、市内各団体から参考人として

の貴重な意見をいただくとともに、他自治体の先進事例

などの調査を行い、乙の度委員会としての提言書を取り

まとめました。これに伴い2月 19 日佐藤議長から品川市

長にごみの減量化に向けての「提言書J を手交しました。

新政会議員紹介(連絡先)ご意見をお気軽にお寄せください
• k

J
 ←

↑
川

日和田町字南原2-111

B'FAX 
024-958-1101 

亀岡1-24-11
B 024-938-4151 
FAX 024-924-0141 

~ 

回村町下道iIl字坂ノ下65
B'FAX 
024-955-3913 

湖南町赤薄字南町'4172
B 024-983-2914 
FAX 024-953-21ωs 

喜久岡町早稲原字明神路26
B'F似
024-958-4262 

台新2-4-11
曾・FAX
024-953-6062 

西田町木村字池ノ上18
B'FAX 
024-983-9957 

富久山町久保田字
大久保76-1たんぽぽC202
B'FAX 
024-911-9224 



12月定例会の

質問者:曾回一!一般質問正勝員質問者:折笠一般質問

新政会だより第33号

4月 1 日から新たに開股される
「郡山市援会YouTubeページJ
では際会中継をご覧いただくと

間接面観引とができます.掲鵬している磁員
画百万定手の一般質問を是非ご覧ください。

オンラインヰ|
隠
. オンライン診療を行う医療機関は]

届け出が必要で2024年10月 1 日現在、

本市におけるオンライン診療ができ.

財政問について | 
司
富 本市における財政状況は、全国的に人件費や物価の急激な上昇が続く中、本市

においても、人件費、物価の上昇は顕著に現れ、経常経費・政策経費ともに事業費

)t増大している。令和7年度以降においてもさらなる財政需要の増加が見込まれてい

ることから、より厳しい財政運営が求められていると認識している。

本市の財政総兄をどのように認識しているのか伺う。

悶 オンライン診療の実態が見えてい抱
うに行われているの力可司う。

| 民間開発による産業用地割痛について | 園 本市の医療機関においては医師の判
厚労省の指針にも報告を求める規定が

園 オンライン診療の推進について、大;
を要する。医療機関の協力を得てオン1

ょう本市がリードしていくべきではと思うが

「地域来来投資促進法jを活用し、より一層促進すべきと考えるが見解を伺う。

島咽噂臨ア~:可明F
‘ 伊也記司副伊

園 本市のオンライン診療の推進は医1
などの医療関係機関と連携し適切に尭

【その他の質問】・小中学生のタブレット端末の活馬
.有害鳥獣の駆除と猟友会の協力について .防2
・組織改編について ・孤独・孤立対策について

置
哩 地域未来投資促進法の活用は民間開発に
ーよる産業用地の整備として有効な手法であ

5/・Bていることから、現在造成中の西部第
一与三団地と併せ、地域未来投資促進法を活用
Jた民間活力による産業用地の整備をよりー

雪促進し、企業誘致に取り組んで参る。

その他の質問】.令和7年度予算編成について
'市職員の部活動指導について
'空き地荒廃対策について
'市長の今後の市政について

3月定例会の=

質問者:遠藤利二一般質問質問者:冨樫賢太郎磁員

| 情報共有システム(ASP)の導入実績等について I 

間質般
-

| たばこの喫煙率低下に同
冒E 福島県民の3大死因はがん、心疾患
慣病の死亡率は全国ワーストクラスで

に対し、男性32.2%(本市28.1%)でワー
響が大きい。本市の喫煙率の低下に向けた

閣a盛観報共有システム(ASP)については実際に導入されて聞も芯く 1年総置となるが、
一司雪伊による書類提出の実績やその効果など、今年度の取り組みの現状について伺う。

園 3つの分野で啓発強化を実施。「未鳳
乱用防止やがん教育の一環としてたl

性肺疾患(COPD) とたばこの害について

煙デーの普及啓発や望まない喫煙防止と i

喫煙率低下に向け多方面から取り組んでL

圏 本市においては、今年度4月からすべての工事及び工事に係る委託を対象に、情報

一共有システム (ASP)の活用を開始し、現在の活用状況は、本年1月末時点で工事19

k委託契約3件であり、今後さらに活用が図られるよう努める。

導入の効果は、契約 1 件あたりのASPによる書類等のやり

ヒりを平均15回程度実施し、受注者において延べ311時間の
韓務削減が図られ、受発注者聞の情報共有や意思決定の迅速

じゃペーパーレスにも効果があったものと認識している。

語辞 l /JJe--三県a
艶鼻町 iiha

救急医療体制を維持していE遠隔臨場の利用実績等について I 

51 近年、救急出動増加(2024年19，52"
影響が危慎される。本市は民間病院が騨

化による医師不足は救急医療の課題であり、匪

閣 遠隔臨場については、本市はASPよりも早く昨年度中に導入しているが、今年度
ーの利用実績とその効果について、どのような分析をしているか伺う。

. 厚労省の統計によると本市の医師数

人と横ばいだが、 2024年3月策定の「第E

人口10万人当たりの医師数が全国42位の医

されるため、修学資金貸与制度、県内外の医

資金の提供の他、県と連携協力の上医師確保

【その他の質問】・オンライン診療の推進に向けて ・子
.本市が目指す健康づ〈りについて

圏 遠隔臨場の利用実績等については、令和5年度計185回、令和6年度は1月末まで

ーに計352回の利用があり、資材・製品等の材料確認等を、モバイル端末の活用によ

7実施している。その導入効果は、現場までの移動時間において削減効果があった。

遠隔臨場は、移動時間の削減や立会いの調整時間の削減につながり、早急に確認が

5要となった場合にも、迅速に対応できるところに大きなメリットがあることから、

予後も適切な利活用を推進し、受発注者双方の業務効率化を図っていく。

その他の質問】・建段業における働き方改革について .アナログ規制の見直しについて
a 1，用奮をk事長の却すTのffi'1'I::ついτ ・白書王宣の寄金確保について .開fi!山地区依膏縮瞳の荊I活用について



匡な「一般質問」
発行日 2025年(令和ア年)3月30日 新政会だより第33号

議員

について 目
E療機関の数はいくつあるか問う。

ヒ厚生局へ保険診療に係る施設基準等の

の医療機関が届け出ている。

が具体的にどのよ

にて実施しており、

Aため具体的な実態は把握していない。

需では受付か5支払・薬局など多くの時間
，ン診療が可能な診療科目から始め5れる

え.0
隆弘，J ら要望があった場合は郡山医師会

していく。

コいて ・学校とPTAについて
の向上に向けた町内会加入の促進について

際和義l
 
i
 

--za' 
石

.• 
者閏羽Fra
 

質

望まない受動喫煙文様について I 

m 国は各自治体に望ま芯い受動喫煙対策の推進に「分煙施設の設置や民間事業等
への助成金制度の創設芯ど、予算措置を積極的に講じていただきたいjとしている

本市も受動喫煙防止に必要な環境の整備に取り組むべきと思うが考えを伺う。

圏 分煙施設の整備については、施設の管理権原者が判断するものである。また、分
煙施設整備の助成制度の創設は予定していない。

! 生活路線を守る公共交通政策について E 
置摺 本市の路線パスの乗客人員数は、2016年約543万人、2021年約337万人38%:減、営業
一一キロ数も2016年約427畑、2021年約342畑20%減で大変厳しい状況にあるなか、全国
的には、採算のとれ紅いパス路線か5の撤退を余犠なくされている事業者も出ている。本市の事業
者問事算路線を継続していくことは難しいと考えるが、本市としてどのような支援をしていくのか

町・ 各社とも厳しい経営状況にあると認識している。ご

一ーれからも地域の生活の足として維持できるよう補助

金等の支援を行うとともに、国の施策の動向も注視しな

がら、パス事業者への支援のあり方を検討していく。

【その他の質問】・市制施行100周年を迎え郷土の偉人に光を

;な「一般質問j

議員

た啓発強化について I 

i血舗藍患であり、との生活習
る司事率も全国平均16.1%

、 1 ぼであり、死因は喫煙の影
体的な啓発強化について問う。

喫煙防止Jは、小中高などへ出向き、薬物
この害を伝授。「禁煙支援」は、慢性閉そく

向講座を開催。「受動喫煙防止J は、世界禁

~r空気のきれいな施設・車両認定事業」等

3。

での医師の確保について I 

ヲによる現場到着の遅れから、救急救命への
!県中二次医療闇の救急を担っているが、高齢
確保について現状における本市の役割を開う。

， 2018年861人、 2020年879人、 2022年866

(前期)県医師確保計画Jでは、都道府県別の
少数県である。 2036年時点でも同様に推計

部生の確保・養成・キャリア形成支援、研究
取り組んでいく立場であると考えている。

:しやすいまちづくりのための人材確保について

様子文田福•• 者周司SFE
 

質

農業臓の強化について I 

国 市の組織改編にあたり農業搬をどのように拡充、強化していく考却のか伺う。

. 農業施策の強化については、人口変動・

デジタル変動・気候変動など、時代の大き

な転換期に直面している事から、先手先手で

対応し農業・商業・工業が互いに補完しあい、

相乗効果を高めていく。来年度「第五次郡山市

食と農の基本計画」の策定を行い、農林業の持
続的な発展や豊かな農林業、農村の維持・保全

といった施策の拡充を図っていく。

公共施設見直し後の計画の実効性について I 

町E 課題や原因、市民の声を反映し、管理体制や財源の確保などを含め、見直し後の
一一計画の実効性をどのように確保していくのか伺う。

田・ 計画改訂のためのアドバイザ一派遣に要する経費63万8千円を計上し、各施設
ーーの利用状況を確認するとともに、その施設が無ければそのサービスが行えないの

か、民間で代替できないかなどの視点で全ての施設を精査し、地域の方々の意見を伺

いながら、公共施設の総量縮減を図る。また、「公共施設最適化ガイドライン」を新たに

作成し「最適化検討会J も設置するなど、全庁的な管理・検討体制を強化する。

【その他の質問】・品川市政をふり返って



.4-1 v '町制 アó 1'1, 
発行日 2025年(令和7年)3月30日新政会だより第33号

3月定例会で可決された主な事業の一部⑨今回取り入れた新しい事業 @蹴事業 ⑮継続事業

(ORIYAMA発 園圃・
スタートアッフ.をサポート.，・
4鍵・事業承継支援事黛の一郎~ ・.... 
タートアップや新たな事業創出・飯路開拓を目指す事業者を後押しします二

肱E言U~':_書蓮華~~Ej言語持島幸持活瞳量当副寵・訴事諸国圏直~孟園

KORIYAMA宛のスタートアップをさらに後押しするため、 811錐支援ポータルサイト『フロンティ
7.netこおりやまJを1"2.0J へリニューアル

【リニューアルする内容】

kユーザーが求める情報!こ、よりアクセスしやすく、より分かりゃすく

食事業者自身による迅速な情報更新

k掲載情報・相互リンク等の充実
-スタートアップ支援補助金やハンズオン支援、募集状況、
イベント開催情報等を充実
・地場クラウド交流会等イベントと相互リンク

pスタートアップ支援補助金[資金支援..万円 I
市の創業支援事業等を経てS制緩した者を対象に、経費の一部を補助

D専門家・メンタークリエイタ一派遣事業 E 
| 伴走支援l____  Elæl万円 E 

z・・‘冒居酒rr')

弁信士、中小企業鯵断土‘社労土等を経営相鮫等の申込があった事業 r ・E旦ーノ
置に派遣・派遣回数120図予定 一一ー

可 j

y 司'

、

(産鎌斑用政策限)

@サーキュラーエコノミーの推進
ーリユース・リサイクルによるごみ減量等の取り組みー
~資語調理E推進事録・ 5R推進事業等の一節~

回収と再利用により、資源を有効活用します。

|@リチウムイオン充竜池の再資源化事業 i.tÆ3万円 E 
リチウムイオン充電池によるレアメタルの再資源化と火災被書予防のため.市内の

公共施般21箇所に配置した専用ボックスで回収し‘再資源化に取り組みます.

論併
再資源化施肢で資源循環

@焼却灰等再資源化事業 1.519万円 I 
リサイクル率向上、量終処分場の延命化を図るため、埋立処分を行っているクリー

ンセンターから発生する焼却灰等の再資源化に取り組みます.

|@リユーススポット設置事業 æ1万円 I 
自宅にある『不要だけどまだ使える物』をリユーススポットに持ち込んでもらい、

希湿す母方へ無償配布します.

|@河内クリーンセンター再整備事業 ~万円 I 
令和 7 年度は、基本計画、環境影響評価、地質鋼査を行います.

(5 R推進標・資源循環標)

;欄轍融舗鵬轍
.1月 14日地方議員研究会主催の .1月 15日兵庫県明石市 38.2 
「現場から視る家庭教育支援J (大阪市)

公認心理士である山下真理子氏の
t義を受け、地域教育・学校教育・家

E教育が子ども達の育ちに大きく影

~le~ることを学んだ。

2018年度.......2022年度で公共施設の包

括管理業務委託(第1期)を導入しており、

維持管理における品質の向上・業務の効

率化を図るため一括して委託し、導入の

経緯やその効果について説明を受けた。

1月 17日に産総研福島再生可能エネルギー研究所(FREA) 、 1月 23日にふくしま

ま療機器開発支援センターを見学してきた。

'産総研福島再生可能エネルギー研究所(F旺A)

FREAで目を引いたのは、風力発電のプレードの先端部分が高
巨となるため、水滴との衝突などによる腐食防止と長寿命化の研

Eであった。またパワーエレクトロニクス機器等過酷な自然環境
ごで試験・評価できる施設もあり、電波暗室では巨大なトランスから発生する有害な

E磁波を測定することができるなど、研究環境が整っていた。

・【ふくしま医療機器開発支援センター】
医療機器の安全性の試験、コンサルティング、マッチング、人材育

E・トレーニングにおいて支援を行っている。主な設備は手術台・M
t 1 実験室・生化学分析室・複合振動機・防水試験機・恒温恒湿槽・E

ff;;三
{C試験(電波暗室)を備えている。新人看護師のスキルアップや実際の医療現場を再現し

rーススタディの実践が可能。いずれも日本有数のトップレベルの研究開発を行っている。

|ご意脚気軽にお寄附乱I
E~mJ・ræJI"mlll#l#ll#1#l# 1・[I)D I

虚礼廃止について

編集後記
春は出会いと別れの季節。

品川市長は、4月初日任期満了に

より勇退されます。最後となる3月

定例会では、全力でやり遂げた達

成感が垣間見られました。

品川市長は、東日本大震災からの復

旧復興の見通しが厳しい時期に就

任。その後も度重なる災害対応に、 3

期12年心身とも休まる時がなかっ

たと思います。品川市長の功績を挙

げれば暇がありません。今の郡山市

を創られたのは間違いなく品川市

長です。長い間ご苦労様でした。

今後の人生がウェルビーイングで

ありますように。(石川1)

Eι居窃ETABLE
・~ fl/LINK 

己の印刷句協.環境に
や古しい綱相油インキ
で印刷しています.

。



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

/3 
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 ③広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 送料(折込料含む)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

会派の活動内容を広く市民に伝える会派広報誌 (33 号)
支出目的

(支出事由)

会派広報誌の新聞折込料 67， 350 枚

内 廿~ 折込料 67， 350 枚 x4.5 円 =303， 075 円、配送料 67， 350 枚 XO.2 円 =13 ， 470 円

303 ， 075 円+ 13 ， 470 円+消費税 31 ， 654=348 ， 199 円

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

2025年3月 31 日 株式会社デザインライフ 348 ， 199 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 共通 ⑮ 

支出番号

• 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

000219 N2 

日月:年-令和証収領

。西側!開
代表取締役武田 学

〒963-8023 郡山市緑町10-17
TEL024 (923)5555 ・ FAX(923) 5573 
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相殺受取手形銀行振込小切手語蚕

※慢鉱ω明以膏寺合f貼匂砺官は、皇な bないよつに賄付してくたさし、。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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別記第11号様式

領収書等整理票

-、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄'
、

963-8024 
郡山市朝日一丁目 23-7

郡山市市議会事務局総務課内
新政会御中

お客様コードぬ 4

摘要:

963-8024 
郡山市朝日一丁目 23 ー 7

郡山市市議会事務局総務課内
新政会御中

お客様コードNo. 4 

摘要:

』ー

覇軍・E置・雇司

担当:武田学
下飽の巡りご蹄求申し上げます.

園調E薗置望
令和 7年 3月 30日jて....1.:ァ:寸前fi 9. 184
株式会社 デザインライーク「

963:"'8023 郡山市緑町10片lTt/561

TEL:024-923-5555 FAX:024-923-5573 

担当:武図書学
下記の i凪りご締求申し上げます.

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してく。ださい。
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l頁

令和 7年 3 月 17 日

見f.i1tNo. 3750.'¥ 

新政

会報制作、折込料

l、， ri!の j泊り仰 1.1. h'( り 111 し l二げますれ

御中 iラ三尺j許可;
株式会社デザイベラザぢ主主引

!;2igi 
963-8023 注ヨノ!i (.1; 
郡山市緑町10-17 一一一一一一回

A 
;z::;; 

納入WJr:1 : 
納入均所:

取引方法:

有効WJI恨:

l
 

t
j
 

，
a・ 1:1 

-
一
-
­l
 

TEL:024-923-5555 FAX:024-923-5573 
担当者:武田学

!rl' J'J 

事888 ， 299

会報 33 号制作、折込

レイアウト、データ制作及び印刷料

(事務所納品分 300枚含む)

令和 7年 3 月 30 日新聞折込料

(郡山市内全域、

枚 491. 000 

4.50 075 

0.20 

※B3 版、 4/4C、コート紙B巻 53

.1 オフ輪印刷



広報誌の按分(折込・配送料分)

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

382 皿 x 273 皿 x 4 面= 417144 mJd… 1 

2 対象外面積

① mJd ﾗ mJd mJd 

• ② m前 ﾗ mJd mJd 

③ m雨 ﾗ mJd mJd 

④ mJd ﾗ mJd mJd 

⑤ m品 ﾗ mJd mJd 

計 o mJd ... 11 

3 按分割合

ii -7- i = X 100 = 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 348， 199 円 ﾗ 対象外按分率 o % = 0 円 … 111 

• (1円以下切り上げ)

支出額 348 ， 199 円 iii= 対象経費 348.199 円



行日 2025年(令和7年)3月30日

J 

新政会だより第33号【1]

3月定例会の概要

令和6年度郡山市議会3月定例会は、 2月 19 日から 3月 7

日までの17 日聞にわたり開催されました。令和7年4月 20

凪之は郡山市長選挙が行われる乙とから、原則、義務的経

司'継続的事業及び市民生活に密着し、早急に措置すべき

手業を中心とした、骨格予算の審議となりました。少子高

齢化・人口減少をはじめとする将来課題の的確な把握の

もと、手遅れになることなく先手を打ち、誰一人取り残さ

れることなく心身ともに健康で幸福を感じられる「ウェ

ルビーイング都市j を目指し、次世代の負担軽減を図る次

'の100年のスタートにふさわしい予算編成となりまし

た。

当初予算の規模は、一般会計1，406億5，000万円、特別

会計1，03"2億1 ，984万4，000円となりました。当初、補正あ

わせて69件の議案に可決するとともに人事案件4件、委

員会提出の意見書l件犯ついても可決同意.しました。

総務財政・建設水道・環境経済・文教福祉の各常任委員
会においては、付託された議案について審査し可決され

ております。

4砂剰闘のZEB化公共施設となる東山霊園管理事務所.
※ZEB = Net Zero Energy BulJding(ゼフ=ネ~ト・ぜロ・ヱネルギー・ピル)
省エネ(節電)や需生可能エネルギーを利用した創エネ(発電)によって、
エネルギー消費量がゼロとなる建物のとと。

ごみの減量化対策特別委員会は、令和5年12月定例会

において設置され、 17固にわたり委員会を開催し、市当

局の取り組.み状況の確認、市内各団体から参考人として

の貴重な意見をいただくとともに、他自治体の先進事例

などの調査を行い、との度委員会としての提言書を取り

まとめました.これに伴い2月 19 日佐藤議長から品川市

長に.ごみの減量化に向けての「提言書」を手交しました。

新政会議員紹介(連絡先)ご意見をお気軽にお寄せください
• 信

d←
血
小

i
N

総務財政常任餐員会

日和国町字南原2-111
S.FAX 
024-958-1101 

総務財政常任昏員会(侵員長}
般会溜I!t接員会

郵山地方広域消防組合指員

亀田1-24-11
S 024-938-4151 
FAX 024-924-0141 

A. 

郡山市監棄醤員・
文敵福祉常倍豊島員会

回村町下道漉字坂ノ下65
8・FAX
024-955-3913 

建段水通常任袋員会{耐震員担。
g山地方広峨消防組合目障員

湖南町赤湾字南町4172
S 024-983-2914 
FAX 024-953-21ωs 

‘:2. 73_"帥

文敏福祉常佳鍵員会
樟山地方広織消防組合店員

喜久田町早稲原字明神路26
S'FAX 
024-958-4262 

環境経済常任鑓員会
強会運営曇員会

台新2-4-11
思・FAX
024-953-6062 

建般水道常告書員会

西園町木村字池ノ上18
S'FAX 
024-983-9957 

環焼録済常佳曇員会，
相輔十回書簡会

富久山町久保国字
大久保76-1たんぽぽα.02
S'FAX 
024-911-9224 



衛政会だより第33号

品目 4月 1 日かS新たに開殴される
団宮山市鶴会YoばTubeページJ
では機会中継をと覧いただくと

阪足空車義型竺J~顧問質問者:折笠正眼
財政状況について I 

冨 柿の財制犬況をどのように認識しているのか伺う。

富 本市における財政状況は、全国的によ件費や物価の急激な上昇が続く中、本市
においても、人件費、物価の上昇は顕著に現れ、経常経費・政策経費ともに事業費

，f増大している。令和7年度以降においてもさらなる財政需要の増加が見込まれてい

bことから、より厳しい財政運営が求められていると認識レている。

民間開発による産業用地整備について l 
罰 f地撤搬資健法lを活用し、より一層慨すべきと考えるが購闘う。

理 地域未来投資促進法の活用は民間開発に長偽 ζ w 旬、有明F
よる産業用地の整備として有効な手法であ，~"ち勤 可覇権 一

b fa・tていることから、現在造成中の西部第
ーこ守団地と併せ、地域未来投資促進法を活用
ノた民間活力による産業用地の整備をより-

5促進し、企業誘致に取り組んで参る。

その他の質問】・令和7年度予算編成について
'市職員の部活動指導について
ー空き地荒廃対策について
'市長の今後の市政について

一般質問 1 質問者:冨樫賢太郎闘

| 情報共有システムtf$i$1の導入実績等について 1 
� .. 報共有システム(AS円については実際lζ導入されて間もなく1年舗となるが、
司聞による書類提出の実績やその効果な占、今年度の取り組みの現状について伺う。

彊 本市においては、今年度4月からすべての工事及び工事に係る委託を対象に、情報
一共有システム (ASP)の活用を開始じ、現在の活用状況は、本年1月末時点で工事19

k委託契約3件であり、今後さらに活用が図られるよう努める。 4" 1"
導入の効果は、契約 1 件あたりのASPによる書類等のやり
:りを平均15回程度実施し、受注者において延べ311時間の
建務削減が図られ、受発注者間の情報共有や意思決定の迅速

己やペーパーレスたも効果があったものと認識レている。

静jJ/z.\毘a

邑， ss 込，.
[ 遠隔臨場の利用実績等について 1 
司 遠隔臨場については、本市はASPよりも早く昨年度中に導入しているが、今年度
の利用実績とその効果について、どのよう芯分析をしでいるか伺う。

題 遠隔臨場の利用実績等については、令和5年度計185回、令和6年度は1月末まで
に計352回の利用があ旬、資材・製品等の材料確認等を、モバイル端末の活用によ

〕実施している。その導入効果は、現場までの移動時聞において削減効果があった。

遠隔臨場は、移動時間の削減や立会いの調整時間の削減につながり、早急に確認が
5要となった場合にも、迅速に対応できるところに大きなメリットがあることから、

予後も適切な利活用を推進し、受発注者双方の業務効率化を図っていく。

その他の質問】・建設業における働き方改革について ・アナログ現制の見直しについて
h児童生徒の視力の低下について ・自転車の安全確保について ・開成山地区体育施慢の利活用について

12月定 会の

t三重重両E 質問者:曹回一!

オンラインヰ
悶本市におけるオンライン搬何苦

闘 オンライン診療を行う医療機関は;
届け出が必要で2024年10月 1 日現在、

国 オンライン診療の実態が見えてい羽
うに行われているのか伺う。

. 本市の医療機関においては医師の半l
厚労省の指針にも報告を求める規定が

慣E 、オンライン診療の推進について、大:
を要する。医療機関の協力を得てオンJ

ょう本市がリードしていくべきではと思うガ

園 本市のオンライン診療の推進は医!
などの医療関係機関と連携し適切に声

【その他の質問】・小中学生のタブレツト端末の活R
.有害鳥獣の駆除と猟友会の協力について .防j
・組織改舗について ・孤独・孤立対策について.

3月定例会の2

E 一般質問 E 質問者:遠藤利;

| たばこの喫煙率低下に司|
国 福島県民の3大死因はがん、心疾患
慣病の死亡率は全国ワーストクラスで

に対し、男性32.2%(本市28.1 %)でワー
響が大きい。本市の喫煙率の低下lζ向けた

園 3つの分野で啓発強化を実施。「未E
乱用防止やがん教育の一環としてた

性肺疾患(COPD) とたばこの害について

煙デーの普及啓発や望まない喫煙防止と
喫煙率低下に向け多方面から取り組んで

救急医療体制を維持してい4

国近年、救急出動増加(2024年19，52
影響が危慎される。本市は民間病院が輪;

i 化による医師不足は救急医療の課題であり、E

. 厚労省の統計によると本市の医師要
人と横ばいだが、 202~手3月策定の「第i

人口 10万人当たりの医師数が全国42位のE
されるため、修学資金貸与制度、県内外のE

資金の提供の他、県と連携協力の上医師確4

【その他の質問】・オンライン鯵療の推進に向けて・ョ
・本市が目指す健康づくりについて



Eな「一般質問」
発行日 2025年(令和7年)3月30日新政会だより第33号

機員

I 

E療機関の数はいくつあるか問う。

ヒ厚生局へ保険診療に係る施設基準等の
の医療機闘が届け出ている。

が具体的にどのよ

にて実施しており、

ρため具体的な実態は把握していない。

定では受付か5支払・薬局など多くの時間
，ン診療が可能芯診療科目から始められる

え萄画5
一-

鮎 τら要望があった場合は郡山医師会
していく。

コいて ・学校とPTAについで
の向上に向けた町内会加入の促進についてー

員m
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路F・

圃
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園

田
般
園

田
一
圃| 望まない受動喫煙対策について | 
m 国は各自治体に望ま砿い受動喫煙対策の推進!こ「分煙施設の設置や民間事業笥
への助成金制度の創設など、予算措置を積極的に講じていただ告たいJとしてい者

本市も受動喫煙防止に必要な環境の整備に取り組むべきと思うが考えを伺う。

圏 分煙施設の整備については、施設の管理権原者が判断するものである。また、分
.煙施設整備の助成制度の創設は予定していない。

| 生活路線を守る公共交通政策について | 

国柿の轍パスの乗客人員数は、2016年約問万人、2021年約33初人38%:減、鵠
キ口数も2016年約427畑、2021年約342畑20%減で大変厳しい状況にあるなか、全匡

的には、探算のとれないパス路線か5の蹴星を余犠なくされている事業者も出ている。本市の事業
.者も不採算路線を継続していくととは難しいと考えるが、本市としてどのよう芯支援をしていくのb

z・ 各社とも厳しい経営状況にあると認識ーしている。ど
一ーれからも地域の生活の足として維持できるよう補助撞

金等の支援を行うとともに、国の施策の動向も注視しな

がら、パス事業者への支援のあり方を検討していく。

【その他の質問】・市制施行100周年を迎え郷土の偉人に光を

;な「一般質問J

援員

|たliI完強化について
i血鐘臨患であり、との生活習
否司，率も全国平均16.1%

、h丘であり、死因は喫煙の影

体的芯啓発強化について問う。

喫煙防止」は、小中高などへ出向き、薬物
この害を伝授。「禁煙支援Jは、慢性閉そく
摘講座を開催。「受動喫煙防止」は、世界禁

ご「空気のきれいな施設・車両認定事業j等

3。

iでの医師の確保について 一I
:)による現場到着の遅れから、救急救命への
?県中二欠医療圏の救急を担っているが、高齢
確保について現状におl才る本市の役割を潤う。

.2018年861人、 2Ò20年879人、 2022年866
(前期)県医師確保計画Jでは、都道府県別の

少数県である。2036年時点でも同様に推計 i

部生の確保・養成・キャリア形成支援、研究
取り組んでいく立場であると考えている。

tしやすいまちづくりのための人材確保について

-
鶴子文田福

•• 
者間.

質

| 農業施策の強化について | 
国 市の糊改編にあたり農謝陳をどのように拡充、強化していく考えなのか冊。

. 農業施策の強化については、人口変動・

デジタル変動・気候変動など、時代の大き
な転換期に直面している事から、先手先手で

対応し農業・商業・工業が互いに補完しあい、
相乗効果を高めていく。来年度「第五次郡山市

白食と農の基本計画Jの策定を行い、農林業の持

続的な発展や豊かな農林業、農村の維持・保全
といった施策の拡充を図っていく

l 公共施設見直し後の計画の実効性について l 
園冒課題や原因、市民の声を反映し、管理体制や財源の確保などを含め、見直し後Z
一一計画の実効性をどのように確保していくのか伺う。

園 計画改訂のためのアドバイザー派遣に要する経費63万8千円を計上し、各締
の利用状況を確認するとともに、その施設が無ければそのサービスが行えないα

か、民間で代替できないかなどの視点で全ての施設を精査し、地域の方々の意見を伊

いながら、公共施設の総量縮減を図る。また、「公共施設最適化ガイドラインJ を新た伝
作成し「最適化検討会j も設置するなど、全庁的な管理・検討体制を強化する。

【その他の質問】・品川市政をふり返って
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発行日 2025年(令和ア年)3月30日

3月定例会で可決された主な事業の一部 ⑧今回取り入れた新しい事業 ⑧拡充事業 ⑧継続事業

E /産業，必要の未来 ~ 

。RIYAMA発 @サーキュラーエコノミーの推進 闘閣
えタートアップをサポート
制緩・事録績鍍支銀事鎌のー郁~

2，140万円 11 ーリユース・リサイクルによるごみ減量等の取り組みー 5，218万円
財調区分:単抽・市健財源区分:単独 11 資源循環鍛造事鍵・ 5R推進事績等のー郁~

9ートアップや新たな事業創出・・販路開拓を目指す事業者を後押しします二

t潤臨墨書遣軍~~~'.i珂麗i由喜屠室長副寵知書簡・・~K町拍.

K叩IYAMA発のスタートアップをさらに後押しするため‘創業支援ポータルサイト『ヲロンティ
'.neにおりやま』を厄ω へリニューアル

【りニューアルする内容】
町ユーザーが求める情報に、よりアクセスしやすく、より分かりゃすく

せ事業者自身による迅速な情報更新
t掲載情報・棺互リンク等の充実
・スタートアップ支援補助金やハンズオン支援、募集状況、
イベント開催情報等を充実
官地場クラヴド交流会等イベントと相互リンク

3スタートアップ支援補助金[資金支援..万円 1
市の創業支援事業等を総てtlJ黛した者を対象に、経費φ一部を補助

D 専門家・メンター・クリエイタ一派遣事業 園
| [伴走支援I_____  ~万円 . 

弁信士、中小企業診断士‘社労土等を経営相鮫害事の申込があっ作事業 C!I・Fιノ
量に派遣圃派遣回数120国予定 一一

(産業斑用政策陳)

回収と再利用により、資源を有効活用します。

@リチウムイオン充電池の再資源化事業 iJí'.l:j万円 1 

リチウムイオン充電池によるレアメタルの再資源化と火災被害予防のため、市内の
公共錨鮫21箇所に配置した専用ボックスで困収し、再資源化に取り組みます.

議鍾静
再資源化縮伎で資源循環

@焼却灰等再資源化事業 叩万円 1
リサイクル率向上、最終処分場の延命化を図るため、・埋立処分を行っているクリー

ンセンターから発生する焼却灰等の再資源化に取り組みます.

@リユーススポット設置事業 æJ万円 l' 
自宅にある『不要だけどまだ使える物J をリユ』ススポットに持ち込んで.もらい、

希望す&方へ無償配布します.

@河内クリーンセンター再整備事業 ~万円 E 
令和 7年度は、釜本計頭、環筑影響僻価、地質調査を行います.

(5 R推進錬・資埠循環楳}

1頼醸差益待政調書E タミ
九看守

Þ1 月 14日地方議員研究会主催の ・1 月 15日・兵庫県明石市
「現場から視る家庭教育支援J (大阪市 2018年度........2022年度で公共施設の包

ー公認心理土である山下真理子氏の 括管理業務委託(第1期)を導入しており、
t義を受け、地域教育・学校教育・家 維持管理における品質の向上・業務の効

39.2 

E教育が子ども遣の育ちに大きく影 率化を図るため一括して委託し、導入の -

~l_，ることを学んだ。 経緯やその効果について説明を受けた。 ー回目ーー:
' 

:}f，，:-~ :会派事@現地蹄憲他

1月 17日に産総研福島再生可能エネルギー研究所伍REA) 、 1月 23日にふくしま

i療機器開発支援センターを見学してきた。

'産総研福島再生可能エネルギー研究所(F旺A)
F肥Aで目を引いたのは、風力発電のプレードの先端部分が高
Eとなるため、水滴との衝突などによる腐食防止と長寿命化の研
Eであった。またパワーエレクトロニクス機器等過酷な自然環境
ごで試験・評価できる施設もあり、電波暗室では巨大なトランスかち発生する有害な
2磁波を測定することができるなど、研究環境が整っていた。

'【ふくしま医療機器開発支援センター】
医療機器の安全性の試験、コンサルティング、マッチング、人材育

t・トレーニングにおいて支援を行っている。主な設備は手術台.M

~ 1 実験室・生化学分析室・複合振動機・防水試験機・恒温恒湿槽・E

下三日E • 

[C試験(電波暗量Ðを備えている.新人看護師のスキルアップや実際の医療現場を帯現し
-ーススタディの実践が可能。いずれも日本有数のトップレベルの研究開発を行っている。

一一ーー一一一一一回帽》一一一一一-一一一

虚礼廃止について

編集後記
春は出会いと別れの季節。

品JlI市長は、 4月 26日任期満了に

より勇退されます。最後となる3月

定例会では、全力でやり遂げた達

成感が垣間見られました。

品川市長は、東日本大震災がらの復

旧復興句見通レtJt厳しい時期に就

任。その後も度重なる-災害対応に、 3

期1'2年心身とも休まる時がなかっ

たと思います。品川市長の功績を挙

げれば暇がありません.今の郡山市

を創られたのは間違いなく品川市

長です。長い間ご苦労様でした。

今後の人生がウェルピーイングで

ありますように。(石川)

己の聞尉.拡..横1<:ご意見をお気軽にお寄せください E
B ・!*fIJAlm'lreen:IæI・u. 公聴選挙法により.中見舞:/J.ど、時候の挨拶状カ潔じられております.

LVf抱ETABLE
-"QILINK 

や宮しい櫨割油インキ
で印周しτい曹す.

常障の笛縄1;:1土.飽旨~~宝軍鍵t.'11-t望宣誓ご協力を姐bま曹三ょう省量置いいたします.
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折込確認書兼折込明細書

024-923-5573 FA玉

フ

いつもお世話になっております。
ご発注頂いた内容(折込日・サイズ・枚数など)をご確認いただき、

よろしければ「申込者確認欄J に署名又は押印の上、ご返送下さい。

E-Ma 

I云吾主名 1 政重量定ーより 様 I
M0001 I 
l 折込日 " 2 5 年 3 月 3 0 日 (日)
l サイズ 83 ~~_数 67.350枚 l

t~ 徐式会社クンオリ
、~ TEL  024 (944) 8400 

KenOri FAX 0 2 4 (9 4 4) 9 9 8 0 

※斬聞の銘柄指定および治区指定lま完全には出来ませんので御7~下さい.
※鋳込目 3 目前までに修正・変更の連総をいただけない椙合は、上飽内容にて折込致します.

1 申込完了確認日時 i 申込者確認(サイン・印) , 
今|年月日-: I 

04) 
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